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　　　　　　　　　　　茨城県・(公社)茨城県穀物改良協会　H25.10

◆ カ　シ　マ　ゴ　ー　ル　栽　培　暦　◆
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 ５月 ６月

・種⼦は、毎年必ず更新し、種⼦消毒をしっかり⾏いましょう。

・適期播種と適正な播種量・播種深度（２〜３㎝）を遵守しましょう。

※ 早播きでは⽣育過剰による倒伏や⼩粒化を、遅播きや深播きでは穂数不⾜を起こし

やすく、収量・品質が低下します。

やむを得ず適期外に播種する場合には、左表の播種量を参考にしてください。

※「カシマゴール」は「カシマムギ」に比べて、穂数が増えやすく、⼦実の形状も細⻑

いのが特徴です。

粒を充実させ、タンパクを向上させる出穂期追肥を励⾏しましょう。⻨茶⽤のカシマ

ゴールは、高タンパク（10.5％以上）が求められています。

・除草剤・農薬を使用する際には、必ずラベルを確認し、正しく使用してください。また、

薬剤散布は周辺への⾶散に⼗分注意して⾏ってください。

播種適期は11月上旬です。

県央以北では、播き遅れると凍上害等の

寒害による被害が大きくなりやすいので、

遅くとも11月中に播種を⾏いましょう。

成熟期出穂期茎⽴期

基肥窒素量は６〜８kg/10a

圃場の肥沃度に応じて増減させます。

カシマゴールは穂数が増えやすく、倒伏

や⼩粒化の恐れがあるため基肥窒素量は

やや控えめに。

分げつ期分げつ始期出芽期

⽣育量が不⾜している場合は茎⽴ち期に、⽣育量が確

保できていれば出穂期に追肥を⾏います。

施⽤量は窒素成分で２〜４kg/10aとしましょう。

成熟期の２〜３⽇後、穀

粒⽔分が30%以下になっ

たら収穫しましょう。

年明けから茎⽴ち期まで

１〜２回以上⻨踏みを⾏いましょう。

※茎⽴期以降の⻨踏みは、減収や遅れ穂

を誘発します。

葉数が３枚以上に

なったら、⻨踏み

を⾏いましょう。

(年内１〜２回）

茎⽴期頃の追肥は、穂数等を増やし収量を向上

させますが、倒伏の恐れもあります。

カシマゴールは、葉⾊が薄く、穂数が増えやす

いので、追肥は葉⾊だけでなく、全体の⽣育量

（草丈・茎数など）を⾒て判断。

乾燥穀温は40℃以下、

仕上げ水分は12.5%以

下とし、調製篩目は

2.2㎜を使用。

・⼟壌酸度がpH5.5〜6.０となるよう

に⼟壌改良資材を散布しましょう。

・リン酸やカリ等も県の土壌改善基準

を満たすように施用しましょう。

※特に、⿊ボク⼟等の⽕⼭灰⼟壌で

はリン酸が不⾜しがちですので、

注意してください。

・転換畑では排水対策（明渠の施工

等）を必ず⾏いましょう。

⻨踏みは、耐寒性の向上、凍上害の防⽌、

分げつの促進、過繁茂の抑制、穂揃いを

よくする効果があります。

土壌が乾いているときに、10日以上の間

隔を空けて⾏う。

出穂期頃の追肥は、千粒重・粗

タンパク質含量の向上に効果的。

乾燥

調製

播種 追肥 収穫

出穂期3日後頃

（開花を確認した

時）に、赤かび病

防除を実施。

そばが発生して

いたら茎葉処理

剤を適期に散布

しそば除去を徹

底。

赤かび防除⻨踏み




